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旧統計法 旧統計法(Statistics Act) (Statistics Act)の骨子 の骨子 

昭和２２（１９４７）年３月２６日公布 

同 ５月 １日施行 

• ２３条+附則 
• 朕は、帝国議会の協賛を経た統計法を裁 
可し、ここにこれを公布せしめる。 

• (法の目的) 
第１条：この法律は、統計の真実性を 
確保し、統計調査の重複を除き、統計の 
体系を整備し、及び統計制度の改善発達 
を図ることを目的とする。 
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旧統計法 旧統計法(Statistics Act) (Statistics Act)の骨子（つづき） の骨子（つづき） 
• ①統計調査の目的の明確化(第7条) 
• ②結果の公表(第16条) 
• ③秘密の保護(第14条) 
• ④目的外使用の禁止(第15条) 
• ⑤申告義務(第5条) 
• ⑥罰則規定(第19条) 
• その他「指定統計」 (第２条)「指定統計調 
査」(３条)「国勢調査」(第４条)「届出統 
計」(第８条)を規定。 

• 「統計報告の徴集＝承認統計」は統計報 
告調整法(Report Control Act 1952年) 

• において規定されている。 
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新統計法の概要 新統計法の概要 

平成１９（２００７）年 ５月２３日公布 

同 １０月 １日一部施行 

平成２１（２００９）年 ４月 １日全面施行 

•  統計法の全部を改正し、統計報告調整法を廃止 
•  ７章６２条+附則 
•  総則（第１条－第４条） 

(法の目的) 
第１条：この法律は、公的統計が国民にとって合 
理的な意思決定を行うための基盤となる重要な情 
報であることにかんがみ、公的統計の作成及び提 
供に関して基本となる事項を定めることにより、 
公的統計の体系的かつ効率的な整備及びその有用 
性を図り、もって国民経済の健全な発展及び国民 
生活の向上に寄与することを目的とする。」 
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新統計法の概要（つづき） 新統計法の概要（つづき） 

� 第１章 総則（第１条－第４条） 

� 第２章 公的統計の作成（第５条－第３１ 
条） 

� 第３章 調査票情報等の利用及び提供 

（第３２条－第３８条） 

� 第４章 調査票情報等の保護 

（第２９条－第４３条） 

� 第５章 統計委員会（第４４条－第５１ 
条） 

� 第６章 雑則（第５２条－第５６条） 

� 第７章 罰則（第５７条－第６２条） 
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総務省統計局における統計データの二次利用構想 
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統計センターにおける二次利用基盤（概念図） 

① 調査票情報の保管 

② 匿名データの作成 

③ 匿名データの保管 

⑤ オーダーメード集計 
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Ｏ オンサイト環境 

連携協力 
国立大学法人等と連携協力協定を締結 
～統計データの利用機会の充実と研究開発の推進～ 

④ 匿名データの提供 

Ｂ オーダーメード集計 

Ａ 匿名データの提供 

各府省の要望する 
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で提供 

業務基盤・ 
ｻｰﾋﾞｽ提供基盤 

ｻｰﾋﾞｽ提供 

複数のチャネルからの 
複数のサービス提供 

Ｘ 研 究 

Ｙ 開 発 

国立大学法人等 

研究開発の成果を 
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オンサイト利用のイメージ 

統計センター 

利用者 
統計法第33条に基づく調査票の使用申請 

申請書 
利用目的等 

の審査 

OK 
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調製した調査票情報・符号表 

サテライト機関 

プログラム 集計結果 

提供 

利用管理者 
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調査票情報 
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研究者 

施設基準に適合しているか確認 

適合→オンサイト利用施設の認証 

統計センターの定める 

厳格なセュリティ要件 

「オンサイト利用施設基準」 

集計結果等の 

確認 

・利用環境 
整備に大き 
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サーバ 施設管理者 
研究用端末 

管理用端末 
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[目的] 
①法第33条の適切かつ円滑な運用 
②調査票情報の適正管理 
③行政機関等の事務負担の軽減 
④同条に係る手続の迅速化 
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